
06.Tomcat9/PostgreSQL14の動作

Tomcat9の動作テスト
以下rootで作業します

guest@aso:~$ sudo -s
[sudo] password for guest:
root@aso:/home/guest#cd

また開発の効率を上げるためにviの設定ファイルをrootのホームディレク
トリに作成しておきます。

root@aso:~# vi /root/.vimrc
root@aso:~#

.vimrcの内容

この環境はntpでNICTサーバから⽇本の標準時刻を⾃動的に取得できませ
ん（インターネットには接続していないので当然ですが、、、）
従って⼿動で⽇付を調整します。（この処理は毎回起動時に⾏います）
特にLAMPの演習で作成するランチオーダーシステムは注⽂時間が8時から
11時の間と決まっています。時間はこの注⽂時間に合わせてください。

root@aso:~# date -s "2024/02/22 10:00"
Fri Feb 23 10:00:00 AM JST 2024



06.1 テスト⽤jspアプリケーションの作成

Tomcatのドキュメントルートは次のようになります。

ここにlibconディレクトリを作ってHelloWorldを表⽰するWebアプリケー
ション（jsp）を作成してみます。

root@aso:/home/guest# cd /var/lib/tomcat9/webapps
root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps# ls
ROOT
root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps# mkdir libcon
root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps# cd libcon
root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps/libcon# vi hello.jsp
root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps/libcon# ls
hello.jsp

root@aso:/var/lib/tomcat9/webapps/libcon#

hello.jspの内容

/var/lib/tomcat9/webapps/



06.2 Tomcatコンテナの動作確認

ブラウザからアクセスして表⽰されればOKです︕

http://192.168.56.200:8080/libcon/hello.jsp

HelloWorldのスクショを送ってください︕

PostgreSQL14の動作テスト

06.3 PostgreSQL14の起動確認

root@aso:/home/guest# systemctl status postgresql
● postgresql.service - PostgreSQL RDBMS
     Loaded: loaded (/lib/systemd/system/postgresql.service;
enabled; vendor pr>
     Active: active (exited) since Thu 2024-02-15 20:20:33 JST;
1min 49s ago
    Process: 3262 ExecStart=/bin/true (code=exited,
status=0/SUCCESS)
   Main PID: 3262 (code=exited, status=0/SUCCESS)
        CPU: 5ms

Feb 15 20:20:33 aso systemd[1]: Starting PostgreSQL RDBMS...
Feb 15 20:20:33 aso systemd[1]: Finished PostgreSQL RDBMS.
root@aso:/home/guest#

http://192.168.56.200:8080/libcon/hello.jsp


06.4 外部からの接続の許可

root@aso:/home/guest# vi
/etc/postgresql/14/main/postgresql.conf

60⾏⽬を変更

06.5 パスワード認証を有効

root@aso:/home/guest# vi
/etc/postgresql/14/main/pg_hba.conf

97⾏⽬の後に追加



06.6 認証変更を適⽤

root@aso:/home/guest# systemctl restart postgresql
root@aso:/home/guest# systemctl status postgresql
● postgresql.service - PostgreSQL RDBMS
     Loaded: loaded (/lib/systemd/system/postgresql.service;
enabled; vendor pr>
     Active: active (exited) since Thu 2024-02-15 20:38:07 JST;
6s ago
    Process: 3428 ExecStart=/bin/true (code=exited,
status=0/SUCCESS)
   Main PID: 3428 (code=exited, status=0/SUCCESS)
        CPU: 4ms
Feb 15 20:38:07 aso systemd[1]: Starting PostgreSQL RDBMS...
Feb 15 20:38:07 aso systemd[1]: Finished PostgreSQL RDBMS.

06.7 DB管理者（DBA）のパスワードを設定

root@aso:/home/guest# su - postgres
postgres@aso:~$  psql -c "alter user postgres with password
'postgres'"
ALTER ROLE

06.8 ⼀般ユーザを作成

postgres@aso:~$  createuser cent
postgres@aso:~$ psql -c "alter user cent with password
'cent'"
ALTER ROLE

06.9 バージョンを確認

postgres@aso:~$ psql --version
psql (PostgreSQL) 14.10 (Ubuntu 14.10-0ubuntu0.22.04.1)



06.10 DBを作成

postgres@aso:~$ createdb testdb
postgres@aso:~$ createdb library
postgres@aso:~$ createdb mrp

06.11 DBの状態を確認

postgres@aso:~$ psql -l
                                  List of databases
   Name    |  Owner   | Encoding
|   Collate   |    Ctype    |   Access privileges
-----------+----------+----------+-------------+-------------+-------
----------------
library   | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
mrp       | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
postgres  | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
template0 | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
=c/postgres          +
           |          |          |             |             |
postgres=CTc/postgres
template1 | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
=c/postgres          +
           |          |          |             |             |
postgres=CTc/postgres
testdb    | postgres | UTF8     | en_US.UTF-8 | en_US.UTF-8 |
(6 rows)

06.12 Ubuntuのrootに戻る

postgres@aso:~$ exit
logout
root@aso:/home/guest#



06.13 WindowsからDBクライアントで接続
ブログの記事を参考にDBクライアントソフトで接続してみます。

【参考】A5:SQL Mk-2の基本と便利な使い⽅
https://izit-infobox.net/blog/2021/07/15/a5sql-mk-2/

【⼿順 】とりあえず接続だけやってみます
A5:SQL Mk-2は__2024VMフォルダ内に⼊っています。

A5M2.exeを起動

デフォルトワークスペースで起動します。

接続先のDBを追加します。
 

上部のツールバーから「データベース > データベースの追加と削除」から
追加ができます。

https://izit-infobox.net/blog/2021/07/15/a5sql-mk-2/


左下の「追加」から、接続先情報の追加が⾏えます。
上部には接続先として登録済みのDB⼀覧が表⽰されています。

仮想サーバに作成したPostgreSQLのDBに接続していきます。

ここでの追加は「サーバにDBを追加」するのではなく、
「A5Mk2に接続先情報を追加」する作業なので、DBはあら
かじめ作っておく必要があります。今回は、
testdb,library,mrpのデータベースを作成しています。ま
たデフォルトでpostgresデータベースが存在します。

 

https://izit-infobox.net/wp-content/uploads/2021/07/2021-07-04_17h52_03-1.png


追加する際は接続するDBに合わせて接続タイプを選択します。今回は
PostgreSQLに接続するので、PostgreSQLの接続タイプを選択します。

https://izit-infobox.net/wp-content/uploads/2021/07/2021-07-04_19h19_42.png
https://izit-infobox.net/wp-content/uploads/2021/07/2021-07-06_21h49_36.png


接続タイプを選択したら、接続に必要な情報を⼊⼒していきます。

接続設定の例
 

サーバ名︓サーバのIPアドレス（192.168.56.xxx）←⾃分のサーバのIPアドレス（資料
の表⽰は200）
ポート番号︓デフォルトのポート番号が初期⼊⼒されているので、基本的には5432でOK
です。
データベース名︓createdbで仮想サーバに作成したDBの名前。今回はデフォルトで存在
しているpostgres。
ユーザID︓DBに接続できるユーザのユーザ名を⼊⼒。このユーザでログインします。今
回はDBAのpostgres。
パスワード︓ログインするユーザのパスワードを⼊⼒。今回はpostgres。

パスワード保存のチェックボックスであったり、⾊の設定であったりは必
要に応じて設定しましょう。

テスト接続で⼊⼒内容に誤りがないことを確認して「OK」を押します。
 

接続テストで接続成功となった際の表⽰



その後、接続情報名称の設定が可能ですが「サーバー名/データベース名」
で名前がデフォルトで設定されます。

 
変更しなくても問題ないですが、識別⽤に名前が必要であれば設定しまし
ょう。最後に⼀覧に接続先情報が追加されていれば設定完了です。

⾚枠内はIPアドレス／postgresとなっているはずです。

 

⼀度登録した接続先を編集する場合は、⼀覧で選択した後に下
部の「修正」をクリックすることで編集が可能です。

似たような接続情報で新しい接続情報を登録する場合は、似て
いるものを選択→コピー→コピーしたものを選択→修正とする
と、間違いも少なく、設定も早く⾏えます。

今回はここまで確認できればOKです。




